
　
　
　

ま
え
が
き

　

か
れ
こ
れ
半
世
紀
に
わ
た
る
中
国
語
（
以
下
、
漢
語
）
教
学
を
通
し
て
、
日

本
人
は
漢
語
の
習
得
に
拙つ

た
な

い
こ
と
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
思
い
知
ら
さ
れ
て
き

た
。
日
本
語
の
発
音
に
比
べ
漢
語
音
に
は
新
規
に
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
母
音
や
子
音
が
沢
山
あ
り
、
な
か
で
も
声
調
（
四
声
）
と
い
う
独
特
の
抑

揚
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
た
め
、
流
暢
な
漢
語
が
口
を
突
い
て
出
る
よ
う
に
な
る

ま
で
か
な
り
の
反
復
訓
練
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
上
、
表
語
文
字
・
漢
字
で
表

記
さ
れ
る
漢
語
は
、
漢
字
一
字
一
字
の
語
音
を
語
義
と
共
に
空
で
覚
え
ね
ば
な

ら
ず
、
漢
字
が
こ
と
ば
の
最
重
要
要
素
と
し
て
の
語
音
の
習
得
を
阻
害
す
る
大

き
な
要
因
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
昔
か
ら
漢
字
を
受
容
し
て
き
た
が

漢
字
音
伝
承
の
際
、
そ
の
訛
音
の
中
に
さ
え
こ
の
声
調
要
素
を
取
り
込
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

現
代
漢
語
で
高
く
平
ら
に
発
音
す
る
第
一
声
（
中
古
漢
語
の
陰
平
声
）、
尻

上
り
に
発
音
す
る
第
二
声
（
同
陽
平
声
）
を
「
平ひ

ょ
う

声
（
以
下
、
○
印
で
表
示
）」

と
い
う
。
ナ
ベ
底
型
に
発
音
す
る
第
三
声
（
同
上
声
）
と
尻
下
り
に
発
音
す
る

第
四
声
（
同
去
声
）、
そ
れ
に
現
代
漢
語
音
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
昔
、

語
尾
に
「
-p
・
-t
・
-k
」
の
促
音
を
伴
っ
て
い
た
入に

っ
し
ょ
う声

音
（
日
本
漢
字
音
で
は

語
尾
が
フ
・
ツ
・
ク
・
チ
・
キ
と
な
る
。
例
、
蝶テ

フ

）
を
合
せ
て
「
仄そ

く

声
（
以
下
、

●
印
で
表
示
）」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
漢
字
を
そ
の
漢
字
の
持
つ
声

調
に
よ
っ
て
平
と
仄
に
二
大
区
分
す
る
の
が
「
平
仄
の
原
理
」
で
あ
る
。
そ
う

し
て
、
平
声
の
漢
字
を
三
〇
種
、
仄
声
の
漢
字
を
七
六
種
（
う
ち
上
声
が
二
九
、

去
声
三
〇
、
入
声
一
七
）
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
字
（
韻
目
）
を
定

め
て
一
覧
表
に
し
た
の
が
「
一
〇
六
詩
韻
韻
目
表
」
で
あ
る
。

　

漢
字
音
は
、普
通
、『
漢
和
辞
典
』を
引
く
と「
反
切
方
式
」で
示
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
「
松
」
の
字
を
引
け
ば
「
祥
容
切
（
祥
容
の
切
、
シ3

ョ
ウ
と
ヨ
ウ

3

3

の
子

音
と
母
音
部
分
を
切
っ
て
は
り
合
わ
せ
た
音
）
と
い
う
形
で
示
し
て
あ
る
。
更

に
そ
の
親
字
の
下
に
、
同
母
音
の
語
音
を
持
つ
韻
目
の
字
が
冬
の
よ
う
に
示

し
て
あ
る
。
四
角
枠
の
左
下
に
印
が
あ
る
の
が
平
声
、
左
上
が
上
声
、
右
上
が

去
声
、
右
下
が
入
声
音
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

古
代
日
本
文
人
が
そ
れ
ら
の
漢
字
音
を
ど
こ
ま
で
原
音
に
近
く
発
音
で
き
た

か
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
現
代
漢
語
の
四
声
に
照
ら
し
て
漢
詩
作
品
の
押
韻

　
　
　

西
郷
南
洲
翁
の
漢
詩

　
　
　
　
　
　
　

│
│ 

平
仄
式
に
よ
る
検
証
と
解
釈 

│
│

 

松　

尾　

善　

弘　
　

一



や
平
仄
を
点
検
す
る
と
一
〇
〇
％
に
近
く
正
確
に
使
い
こ
な
し
作
詩
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

西
郷
南
洲
翁
の
漢
詩
も
中
国
近
体
詩
の
諸
規
則
に
則
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
押
韻
や
平
仄
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
で
き
る
。
平
仄
式
の
検
証

を
通
し
て
、
南
洲
翁
の
豊
か
な
漢
字
力
や
秀
れ
た
詩
才
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

　

現
存
す
る
西
郷
隆
盛
の
漢
詩
は
最
新
刊
の
『
西
郷
隆
盛
漢
詩
集（

１
）

』（
│
│
底

本
と
す
る
。
詩
題
の
通
し
番
号
も
同
書
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
総
数
一
九
七
首
あ

る
。

　

今
、そ
れ
ら
を
初
句
の
平
仄
型
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

 

詩
形

初
句
平
仄
型

五
言

七
言

古
詩

絶
句

律
詩

絶
句

律
詩

五
言

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
Ａ

０

1

78

7

1

〔
平
起
り
仄
終
り
型
〕
Ｂ

6

7

4

0

〔
仄
起
り
平
終
り
型
〕
Ｃ

0

1

66

6

〔
仄
起
り
仄
終
り
型
〕
Ｄ

7

5

8

0

　
　
　
　

総
計
（
小
計
）
（
13
）
（
14
）
（
156
）
（
13
）
（
1
）

197

　

基
本
平
仄
四
型
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

五
言
句　
　
　
　
　
　

七
言
句

〔
Ａ
〕
○
○
・
●
●
◎　
　

○
○
・
●
●
・
●
○
◎

〔
Ｂ
〕
○
○
・
○
●
●　
　

○
○
・
●
●
・
○
○
●

〔
Ｃ
〕
●
●
・
●
○
◎　
　

●
●
・
○
○
・
●
●
◎

〔
Ｄ
〕
●
●
・
○
○
●　
　

●
●
・
○
○
・
○
●
●

　

五
七
言
句
と
も
例
え
ば
〔
Ａ
〕
な
ら
ば
、
ト
ン
ト
ン
・
ド
ン
ド
ン
ト
ー
ン
／

ト
ン
ト
ン
・
ド
ン
ド
ン
・
ド
ン
ト
ン
ト
ー
ン
と
い
う
リ
ズ
ム
を
持
つ
（
２
・
3

／
２
・
２
・
３
と
切
っ
て
読
む
）。

　

実
作
に
当
た
っ
て
は
次
の
諸
規
則
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

①
〔
二
四
六
分
明
（
二
四
不
同
二
六
対
）、
一
三
五
不
論
〕
基
本
平
仄
型
通

り
に
作
れ
な
い
場
合
も
２
字
目
と
４
字
目
は
必
ず
反
対
に
、
２
字
目
と
６
字
目

は
同
じ
平
仄
に
な
る
よ
う
に
作
る
。
１
３
５
字
目
は
基
本
型
に
反
し
て
も
よ
い

が
、
大
切
な
の
は
そ
の
場
合
、
１
３
５
字
目
を
互
い
に
平
仄
を
反
対
に
し
て
相

殺
す
れ
ば
基
本
型
と
平
仄
数
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
〔
救

き
ゅ
う
じ
ょ
う

拯
〕
と
言
う
。
同
一
句
内
で
相
殺
す
る
や
り
方
と
隣
り
合
う
奇
偶

二
句
で
相
殺
す
る
や
り
方
が
あ
る
。

　

②
〔
平
声
字
押
韻
〕
偶
数
句
末
と
初
句
が
Ａ
Ｃ
型
の
時
、
平
声
字
で
押
韻
さ

せ
る
。
↓
奇
数
句
末
は
仄
声
字
。

　

③
〔
反
法
〕
１
・
２
句
／
３
・
４
句
は
反
対
の
平
仄
式
に
な
る
よ
う
に
作
る

（
初
句
が
Ａ
な
ら
２
句
は
Ｃ
、
Ｂ
な
ら
Ｃ
、
Ｃ
な
ら
Ａ
、
Ｄ
な
ら
Ａ
）。

　

④
〔
粘ね

ん
ぽ
う法

〕
２
句
と
３
句
は
同
じ
平
仄
式
に
す
る
。
但
し
１
２
４
／
１
２
３

４
６
字
目
は
く
っ
つ
く
（
粘
）
が
、３
５
／
５
７
字
目
は
く
っ
つ
か
な
い
（「
頭

粘
尾
不
粘
」）。
↓
違
背
し
た
も
の
を
「
失し

っ
て
ん粘

」
と
言
う
。

　

⑤
〔
孤
平
／
孤
仄
を
忌
む
〕
平
仄
が
●
○
●
／
○
●
○
の
形
に
な
ら
な
い
よ

う
に
作
る
。
特
に
孤
平
は
大
禁
忌
事
項
。

　

⑥
〔
下
三
連
（
下
三
平
○
○
○
／
下
三
仄
●
●
●
）
を
忌
む
〕
特
に
下
三
平

二



は
大
禁
忌
事
項
。

　

こ
れ
ら
の
諸
規
則
に
違
反
し
た
も
の
を
「
拗お

う
た
い体

（
ひ
ず
ん
で
い
る
）」
作
品

と
言
う
。

　

以
上
の
諸
規
則
を
満
足
さ
せ
る
平
仄
式
の
並
び
方
は
五
七
言
と
も
次
の
四
パ

タ
ー
ン
と
な
る
。
Ａ
│
Ｃ
│
Ｄ
│
Ａ
／
Ｂ
│
Ｃ
│
Ｄ
│
Ａ
／
Ｃ
│
Ａ
│
Ｂ
│
Ｃ

／
Ｄ
│
Ａ
│
Ｂ
│
Ｃ

　
　

一　

初
句
〔
平

－

仄
〕
型
五
絶
作
品
例
（
六
首
中
の
一
）

　
　
（
一
五
九
）
山
中
秋
夜

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

　

１
．
夜 

 

深 
 

秋 
 

意 
 

動

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

　

２
．
隣 

 

比 
 

寂 
 

無 
 

声

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

　

３
．
幽 

 

澗 
 

独 
 

調 
 

瑟

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

　

４
．
松 

 

風 
 

相 
 

和 
 

清

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

声
（
書
盈
切
）、
清
（
親
盈
切
）
が
下
平
八
庚
（
居
行
切
）
で
の
押
韻
。

　

１
句
１
字
目
と
２
句
１
字
目
を
基
本
平
仄
式
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
逆
に
し
て
、

二
句
に
わ
た
り
救
拯
し
て
い
る
。
３
句
目
は
１
字
目
と
３
字
目
を
互
い
に
逆
に

し
て
一
句
内
で
救
拯（
そ
れ
ぞ
れ〔
一
三
五
不
論
〕を
利
用
し
た
も
の
）。
但
し
、

た
め
に
孤
平
の
禁
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
調
（
田
聊
切
○
、
徒
弔
切
●
）
は
こ

の
場
合
は
当
然
前
者
。

　

４
句
３
字
目
の
相
（
思
将
切
○
、
息
亮
切
●
）、
４
字
目
の
和
（
胡
戈
切
○
、

胡
臥
切
●
）
は
共
に
後
者
。
語
音
（
声
調
）
が
違
え
ば
語
義
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

異
に
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
も
基
本
平
仄
式
に
合
致
す
る
こ
と

を
優
先
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
作
者
は
常
に
こ
の
基
本
平
仄
式
を
念
頭
に
置
い
て

詩
作
に
努
め
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
詩
は
３
句
に
小
さ
な
疵
が
あ
る
も
の
の
、
平
仄
字
数
も
救
拯
（
相
殺
）
さ

れ
て
元
に
戻
り（
○
10
対
●
10
）、平
仄
上
は
完
璧
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

≪

訓よ

み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

山
中
の
秋
夜

　

１
夜
深
く
し
て
秋
意
動
き
（
こ
の
山
中
は
夜
が
更
け
る
と
秋
の
気
配
も
強
ま

り
）、

　

２
隣り

ん
ぴ
せ
き

比
寂
と
し
て
声
無
し
（
隣
り
近
所
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
何
の
物
音
も
し

な
い
）。

　

３
幽ゆ

う
か
ん澗

独
り
瑟し

つ

を
調
ぶ
れ
ば
（
山
奥
深
く
流
れ
る
谷
川
が
琴
の
音
を
か
な
で

る
と
）、

　

４
松
風
相
和
し
て
清
ら
な
り
（
山
風
も
清
ら
か
に
吹
き
渡
っ
て
松
籟
が
唱
和

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
）。

三



　
　

二　

初
句
〔
仄

－

仄
〕
型
五
絶
作
品
例
（
七
首
中
の
一
）

　
　
（
一
二
〇
）
題
子
房
図

 
 

 
 

●  
 

●  
 

○  
 

○  
 

●  

〔
Ｄ
〕

　

１　

守 

哲 
無 
如 

鈍
 

 
 

 

○  
 

○  
 

●  
 

●  
 

◎  

〔
Ａ
〕

　

２　

風 

容 

似 
女 
仙

 
 

 
 

○  
 

○  
 

○  
 

●  
 

●  
〔
Ｂ
〕

　

３　

胸 

中 

何 

物 

在

 
 

 
 

●  
 

●  
 

●  
 

○  
 

◎  

〔
Ｃ
〕

　

４　

圯 

下 

枕 

書 

眠

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

仙
（
相
然
切
）、
眠
（
民
堅
切
）
が
下
平
一
先
（
䔥
前
切
）
の
韻
。

　

基
本
平
仄
式
に
一
字
も
違
背
し
な
い
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
る
。
五
言
詩
は

初
句
Ｂ
Ｄ
式
が
正
格
作
品
で
あ
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

子
房
の
図
に
題
す
（
子
房
の
画
に
書
き
つ
け
た
詩
）

　

１
哲
を
守
る
は
鈍
に
如し

く
は
無
く
（
明
哲
保
身
で
世
す
ぎ
す
る
に
は
愚
鈍
を

装
う
に
こ
し
た
こ
と
は
な
く
）、

　

２
風
容
女
仙
に
似
た
り
（
こ
の
絵
に
画
か
れ
た
張
良
（
子
房
）
の
風
貌
は
ま

る
で
女
仙
人
の
よ
う
で
あ
る
）。

　

３
胸
中
に
何
物
か
在
ら
ん
（
い
っ
た
い
胸
の
中
で
は
何
事
を
考
え
て
い
る
の

か
）、

　

４
圯い

か下
に
書
を
枕
と
し
て
眠
る
（
下か

ひ邳
の
土
橋
の
下
で
書
物
を
枕
に
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
眠
っ
て
い
る
）。

　

≪

補
注≫

　

漢
の
張
良
（
字あ

ざ
な

は
子
房
）
の
画
賛
詩
で
あ
る
。

　

韓
の
臣
で
あ
っ
た
張
良
は
秦
の
始
皇
帝
が
韓
を
滅
ぼ
し
た
後
、
仇あ

だ

を
報
い
ん

と
百
二
十
斤
の
鉄て

っ
つ
い椎

を
作
り
（「
張
良
椎
」）、
博
浪
沙
で
始
皇
帝
を
狙
撃
し
た

が
失
敗
。
厳
し
い
犯
人
探
索
を
逃
れ
、
姓
名
を
変
え
て
下か

ひ邳
に
隠
れ
た
。
そ
の

後
、
漢
の
高
祖
（
劉
邦
）
が
兵
を
起
こ
す
と
側
近
の
臣
と
な
り
、
補
佐
し
て
献

策
し
た
。
そ
の
一
つ
に
『
蒙も

う
ぎ
ゅ
う求

』
の
標
題
に
も
な
っ
て
い
る
「
張
良
焼
桟
」（
蜀

の
桟
道
を
焼
き
払
っ
て
、
漢
王
が
再
び
巴
蜀
の
地
を
出
で
ぬ
こ
と
を
装
っ
た
）

が
あ
る
。
遂
に
項
羽
を
滅
ぼ
し
て
漢
の
天
下
を
定
め
る
の
に
貢
献
し
た
。

　

南
洲
翁
は
『
史
記
』
五
十
五
又
は
『
前
漢
書
』
四
十
に
あ
る
こ
の
故
事
関
連

の
漢
文
を
読
み
、
少
な
か
ら
ぬ
感
銘
を
受
け
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
他
詩
に

見
え
る
蘇
武
と
同
様
、
自
ら
の
生
涯
を
張
良
に
擬
し
、
或
い
は
少
な
く
と
も
そ

の
隠
棲
生
活
を
張
良
の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

三　

初
句
〔
平
│
平
〕
型
五
律
作
品
（
本
詩
の
み
）

　
　
（
七
八
）
寄
村
舎
寓
居
諸
君
子

四
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≪

押
韻
・
平
仄
・
対
句
の
検
証≫

　

初
（
楚
居
切
）、
誉
（
羊
諸
切
）、
書
（
商
居
切
）、
鋤
（
牀
魚
切
）、
蔬
（
山

於
切
）
が
上
平
六
魚
（
牛
居
切
）
の
韻
。
初
句
末
が
平
終
り
だ
か
ら
当
然
押
韻

す
る
。
律
詩
の
平
仄
式
は
５
句
末
を
仄
終
り
に
し
て
、
Ａ
│
Ｃ
│
Ｄ
│
Ａ
│
Ｂ3

│
Ｃ
│
Ｄ
│
Ａ
と
な
る
。

　

１
句
３
字
目
と
２
句
１
字
目
は
基
本
型
と
逆
に
し
て
救
拯
せ
ず
。
３
句
３
字

目
○
を
●
に
し
た
た
め
孤
平
の
禁
を
犯
し
た
。

　

５
６
句
は
１
字
目
を
逆
に
し
て
二
句
で
の
救
拯
。
８
句
は
１
３
字
目
を
互
い

に
逆
に
し
て
一
句
内
で
救
拯
し
た
。

　

従
っ
て
平
仄
数
は
結
果
的
に
○
21
対
●
19
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

筆
者
は
基
本
型
に
対
し
て
救
拯
の
手
を
打
た
ず
、
わ
ざ
と
一
ヶ
所
の
み
ズ
ッ

コ
ケ
た
詩
を
「
一
瑕
疵
完
整
美
作
品
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
わ
ざ
と
一

字
外
し
て
完
璧
さ
を
誇
示
し
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

　

３
句
と
４
句
（
頷
連
）、
５
句
と
６
句
（
頚
連
）
は
対
句
に
し
て
作
る
の
が

常
法
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
対
句
の
条
件
と
し
て
、
①
語
音
（
平
仄
）
上
の
対
、

②
語
義
上
の
対
、
③
語
法
（
句
構
造
）
上
の
対
の
三
つ
の
観
点
か
ら
対
句
と
言

え
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

先
ず
①
に
つ
い
て
は
、
３
４
、
５
６
句
と
も
〔
反
法
〕
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
わ
け
だ
か
ら
検
証
す
る
ま
で
も
な
い
。

　

②
は
３
４
句
が
、壟
上
↔
燈
前（
場
所
語
）、釣
↔
照（
動
詞
）、筋
骨
↔
読
書（
名

詞
）。
５
６
句
は
、
昔
時
↔
今
日
（
時
間
詞
）、
常
↔
好
（
副
詞
）、
運
↔
揮
（
動

詞
）、
甓
↔
鋤
（
名
詞
）
と
き
れ
い
な
対
義
語
に
な
っ
て
い
る
。

　

③
は
双
方
共
、
基
本
的
に
漢
語
の
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
﹇
主
語
Ｓ
│
動
詞
Ｖ

│
目
的
語
Ｏ
﹈
構
造
句
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
②
③
で
若
干
の
和
臭
を
残
し
な
が
ら
も
、
対
句
の
三
条
件
を
十
分
満

た
し
た
佳
作
と
言
え
よ
う
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

五



　
　
　

 

村
舎
に
寓
居
す
る
諸
君
子
に
寄
す
（
吉
野
開
墾
社
の
宿
舎
に
仮
住
ま
い

す
る
諸
君
に
所
信
を
寄
せ
る
）

　

１
躬
耕
は
暁
を
将も

っ

て
初は

じ

む
（
農
作
業
は
夜
が
明
け
る
と
共
に
始
め
る
）、

　

２
何
ぞ
用も

っ

て
虚
誉
を
釣
ら
ん
や
（
ど
う
し
て
つ
ま
ら
ぬ
外
聞
の
よ
さ
を
求
め

る
必
要
な
ど
あ
ろ
う
か
）。

　

３
壟ろ

う

上
筋
骨
を
練
り
（
日
中
は
畑
の
中
で
身
体
を
鍛
え
）、

　

４
灯
前
読
書
を
照
ら
す
（
夜
は
と
も
し
び
の
下
で
読
書
に
い
そ
し
む
）。

　

５
昔
時
は
常
に
甓か

わ
ら

を
運
ぶ
（
昔
、
晋
の
陶
侃
は
朝
晩
瓦
を
運
ん
で
体
を
鍛
錬

し
た
と
い
う
）、

　

６
今こ

ん
に
ち日

は
好よ

し
鋤す

き

を
揮ふ

る

へ
（
今
時
の
諸
君
は
、
さ
あ
鋤
を
揮ふ

る

お
う
）。

　

７
更
に
真
意
を
知
る
を
要
す
（
諸
君
は
更
に
農
作
業
の
真
意
を
知
る
必
要
が

あ
る
）、

　

８
只た

だ
ま
え応

に
蔬そ

を
種う

う
る
の
み
に
は
非あ

ら

ざ
る
べ
し
（
た
だ
単
に
野
菜
作
り
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
有
事
に
備
え
て
心
身
を
鍛
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ

と
を
）。

　

≪

補
注≫

　
〔
運
甓ぺ

き

の
故
事
〕
晋
の
陶と

う
か
ん侃

は
閑
職
に
あ
っ
て
も
朝
夕
百
個
の
甓
（
磚
・
レ

ン
ガ
）
を
部
屋
の
内
外
へ
運
び
入
れ
運
び
出
し
し
て
は
心
身
を
鍛
え
、
一
旦
有

事
の
際
に
備
え
て
い
た
と
い
う
。（『
晋
書
』
陶
侃
伝
）

　

こ
の
詩
か
ら
、
西
郷
は
西
南
戦
争
勃
発
前
に
陸
軍
教
導
団
の
下
士
官
た
ち
と

開
墾
や
農
作
業
に
従
事
し
な
が
ら
有
事
に
備
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
開
戦

時
の
名
分
が
ど
う
で
あ
れ
、
又
主
動
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
私
学
校
生
に
強

い
ら
れ
る
形
で
や
む
を
得
ず
起
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

四　

初
句
〔
平
│
仄
〕
型
五
律
作
品
例
（
七
首
中
の
一
）

　
　
（
一
九
一
）
祝
某
氏
之
長
寿
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六



　
≪

押
韻
・
平
仄
・
対
句
の
検
証≫

　

迷
（
綿
批
切
）、
斉
（
前
西
切
）、
藜
（
燐
題
切
）、
躋
（

西
切
）
が
上
平

八
斉
の
韻
。

　

１
句
３
字
目
、
４
句
３
字
目
、
６
句
１
字
目
の
平
仄
を
逆
に
し
て
救
拯
せ
ず
。

全
詩
の
平
仄
数
は
○
21
対
●
19
。

　

３
４
句
は
、
走
／
筆
↔
延
／
齢
が
﹇
動
Ｖ
／
目
Ｏ
﹈
構
造
、
龍
蛇
／
躍
↔
亀

鶴
／
斉
が
﹇
主
語
Ｓ
／
動
Ｖ
﹈
構
造
の
対
。
５
６
句
は
、
芳
筵
↔
隣
里
﹇
場
所

語
﹈、
傾
↔
引
﹇
動
Ｖ
﹈、
玉
盞
↔
枯
藜
﹇
目
的
語
Ｏ
﹈
の
見
事
な
対
句
に
な
っ

て
い
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

某
氏
の
長
寿
を
祝
ふ
（
あ
る
人
の
長
寿
を
祝
う
）

　

１
窮
通　

自
を
の
づ
から

忘
却
し
（
こ
の
方
は
人
間
の
貧
窮
と
か
栄
達
と
か
を
す
っ
か

り
忘
れ
去
り
）、

　

２
百
事　

塵
迷
を
滌あ

ら

ふ
（
万
事
に
つ
け
俗
世
の
迷
い
ご
と
を
洗
い
流
し
て
い

る
）。

　

３
筆
を
走
ら
さ
ば
龍
蛇
躍
り
（
筆
を
走
ら
せ
る
と
恰
も
龍
蛇
が
躍
る
よ
う
に

達
筆
で
）、

　

４
齢よ

は
ひ

を
延
ぶ
る
こ
と
亀き

か
く鶴

に
斉ひ

と

し
（
長
生
き
し
て
亀
や
鶴
と
年
齢
を
同
じ
く

し
て
い
る
）。

　

５
芳
筵
に
玉ぎ

ょ
く
さ
ん盞

を
傾
け
ん
と
（
祝
宴
の
席
で
一い

っ
こ
ん献

差
し
上
げ
た
い
も
の
と
）、

　

６
隣
里
枯こ

れ
い藜

を
引
く
（
近
隣
の
老
人
た
ち
が
枯
れ
藜あ

か
ざ

の
杖
を
つ
い
て
集
ま
っ

て
来
た
）。

　

７
請
ふ
看
よ
青
雲
の
外
（
ど
う
ぞ
ご
ら
ん
下
さ
い
。
こ
の
方
が
あ
の
青
空
の

彼か
な
た方

）、

　

８
神
仙
の
寿
域
に
躋の

ぼ

る
を
（
神
仙
と
同
じ
長
寿
の
世
界
に
の
ぼ
っ
て
行
か
れ

る
の
を
）。

　
　

五　

初
句
〔
仄
│
平
〕
型
五
律
作
品
（
本
詩
の
み
）

　
　
（
一
二
）
辞　

闕

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

１ 

独 
 

不 
 

適 
 

時 
 

情

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

２ 

豈 
 

聴 
 

歓 
 

笑 
 

声

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

３ 

雪 
 

羞 
 

論 
 

戦 
 

略

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

４ 

忘 
 

義 
 

唱 
 

和 
 

平

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

５ 

秦 
 

檜 
 

多 
 

遺 
 

類

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

６ 
武 

 

公 
 

難 
 

再 
 

生

 
 

 
 

○  
 

 
○  

 
 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

７ 

正 
 

邪 
 

今 
 

那 
 

定

七



 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 
８ 
後 

 

世 
 

必 
 

知 
 

清

　

≪

押
韻
・
平
仄
・
対
句
の
検
証≫

　

情
（
慈
盈
切
）、
声
（
書
盈
切
）、
平
（
蒲
兵
切
）、
生
（
師
庚
切
）、
清
（
親

盈
切
）
が
下
平
八
庚
の
韻
。
下
手
の
八
庚
と
揶
揄
さ
れ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
韻
目

だ
が
、
西
郷
も
最
多
用
し
て
い
る
。

　

２
句
１
３
字
目
を
互
い
に
逆
に
し
て
一
句
内
で
の
救
拯
。
５
６
句
は
１
字
目

を
逆
に
し
て
二
句
に
わ
た
る
救
拯
。
従
っ
て
本
詩
は
３
句
１
字
目
の
み
が
基
本

型
に
違
背
し
た
「
一
瑕
疵
完
整
美
」
作
品
で
あ
る
。

　

３
４
句
は
、
雪
／
羞
↔
忘
／
義
、
論
／
戦
略
↔
唱
／
和
平
が
そ
れ
ぞ
れ
﹇
Ⅴ

／
Ｏ
﹈
構
造
と
な
っ
た
対
句
。

　

５
６
句
は
、
秦
檜
↔
武
公
、
多
↔
難
、
遺
類
↔
再
生
が
﹇
Ｓ
│
Ｖ
│
Ｏ
﹈
構

造
の
対
句
と
な
っ
て
い
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

闕け
つ

を
辞
す
（
朝
廷
の
官
職
を
辞
退
す
る
）

　

１
独
り
時
情
に
適
せ
ず
（
私
は
最
近
、
廟
堂
諸
公
の
見
解
と
そ
り
が
合
わ
ず

意
を
得
な
い
）、

　

２
豈あ

に
歓
笑
の
声
を
聴
か
ん
や
（
だ
が
こ
れ
以
上
彼
ら
の
軽
佻
浮
薄
な
談
笑

の
声
を
聞
こ
う
と
は
思
わ
な
い
）。

　

３
羞は

じ

を
雪そ

そ

が
ん
と
戦
略
を
論
ず
る
に
（
私
は
国
が
蒙
っ
た
恥
辱
を
雪
ご
う
と

戦
略
を
論
じ
た
の
に
）、

　

４
義
を
忘
れ
て
和
平
を
唱
ふ
（
反
対
派
は
道
義
を
忘
れ
て
徒

い
た
ず
らに

和
平
を
唱
導

す
る
）。

　

５
秦し

ん
か
い檜

遺
類
多
く
（
宋
の
売
国
奴
秦
檜
に
は
盲
従
す
る
配
下
が
沢
山
い
た
）、

　

６
武
公
再
生
し
難
し
（
秦
檜
に
讒ざ

ん
げ
ん言

さ
れ
獄
死
し
た
岳
飛
の
よ
う
な
忠
臣
は

二
度
と
生
れ
出
る
こ
と
は
な
い
）。

　

７
正
邪
は
今
那な

ん

ぞ
定
ま
ら
ん
（
ど
ち
ら
が
正
道
で
ど
ち
ら
が
邪
道
か
今
す
ぐ

に
は
決
め
ら
れ
ま
い
）、

　

８
後
世
必
ず
清
を
知
ら
ん
（
だ
が
、
き
っ
と
後
世
の
人
々
が
ど
ち
ら
が
正
論

で
あ
っ
た
か
を
判
定
す
る
で
あ
ろ
う
）。

　

≪

補
注≫

　
〔
秦
檜
・
武
公
〕
女
真
（
金
）
の
侵
攻
を
受
け
て
北
宋
が
滅
ん
だ
後
、
高
宗

は
南
金
に
南
渡
し
て
即
位
、
南
宋
を
再
興
し
た
（
一
一
二
七
年
）。
時
の
宰
相
・

秦
檜
は
金
と
の
和
議
を
首
唱
、
主
戦
派
の
岳
飛
（
諡
・
武
穆
又
忠
武
）
を
初
め

忠
臣
良
将
を
尽
く
誅
し
た
。
秦
檜
の
讒
言
に
よ
り
獄
死
し
た
岳
飛
は
（
享
年
三

十
九
才
）
の
ち
官
職
を
復
し
卾が

く

王
に
追
封
せ
ら
れ
る
。
岳
飛
の
墓
側
に
は
「
尽

忠
報
国
」
四
文
字
の
碑
が
建
つ
。
現
在
、西
湖
畔
の
墓
前
に
は
銅
造
り
の
秦
檜
・

妻
の
王
氏
・
万
俟
高
の
三
像
が
鎖
に
繋
れ
跪ひ

ざ
ま

ず
か
さ
れ
て
い
る
。

　

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
十
一
月
、「
征
韓
論
争
」
が
破
裂
し
て
西
郷
は
近

衛
都
督
・
陸
軍
大
将
の
職
を
辞
し
て
帰
鹿
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
直
後
に
作
っ
た

詩
で
あ
ろ
う
。

　

果
た
し
て
西
郷
が
比
喩
し
た
「
秦
檜
」
は
誰
で
あ
ろ
う（

２
）

。
又
、
自
ら
を
「
武

公
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
史
実
と
ど
こ
ま
で
符
合
す
る
か
、
自
意

八



識
と
の
ズ
レ
が
な
い
か
、
解
明
が
待
た
れ
る
詩
句
で
あ
る
。

　
　

六　

初
句
〔
仄
│
仄
〕
型
五
律
作
品
（
五
首
中
の
一
）

　
　
（
一
九
七
）
温
泉
寓
居
雑
吟

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 
○  

 
 

○  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

１ 

避 
 

暑 
 

何 
 

辺 
 

好
 

 
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 
●  

 
 

◎  

〔
Ａ
〕

 

２ 

飛 
 

泉 
 

静 
 

処 
 

看
 

 
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
〔
Ｂ
〕

 

３ 

草 
 

間 
 

虫 
 

早 
 

語

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

４ 

樹 
 

下 
 

夏 
 

猶 
 

寒

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

５ 

疑 
 

是 
 

入 
 

仙 
 

境

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

６ 

清 
 

涼 
 

忘 
 

熱 
 

官

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

７ 

悠 
 

然 
 

斟 
 

濁 
 

酒

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

８ 

天 
 

霽 
 

対 
 

青 
 

巒

　

≪

押
韻
・
平
仄
・
対
句
の
検
証≫

　

看
（
丘
寒
切
）、
寒
（
河
干
切
）、
官
（
古
丸
切
）、
巒ラ

ン

（
盧
丸
切
）
が
上
平

一
四
寒
で
押
韻
。

　

１
２
４
６
７
句
は
基
本
平
仄
型
通
り
。
５
句
は
１
３
字
目
で
救
拯
。
但
し
孤

平
の
禁
を
犯
す
。
３
８
句
１
字
目
を
逆
に
作
り
救
拯
せ
ず
。
し
か
し
平
○
対
仄

●
は
20
対
20
に
戻
っ
て
い
る
。

　

３
４
句
は
草
間
↔
樹
下
が
場
所
詞
の
対
。
虫
↔
夏
が
主
語
、
早
↔
猶
（
副
）

が
そ
れ
ぞ
れ
語
（
動
）
↔
寒
（
形
）
に
か
か
っ
て
主
述
構
造
の
対
句
と
な
っ
て

い
る
。

　

５
６
句
は
疑
是
↔
清
涼
、
入
↔
忘
、
仙
境
↔
熱
官
が
対
語
と
な
り
若
干
齟
齬

を
き
た
す
が
﹇
Ｓ
│
Ｖ
│
Ｏ
﹈
構
造
の
変
形
と
み
な
す
。
い
ず
れ
も
対
句
三
条

件
を
十
分
満
た
し
て
い
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

温
泉
の
寓
居
に
て
の
雑
吟

　

１
避
暑
に
は
何
れ
の
辺あ

た

り
か
好よ

き
（
避
暑
地
に
は
ど
の
あ
た
り
が
よ
い
で
あ

ろ
う
か
）、

　

２
飛
泉
を
静
け
き
処
よ
り
看
ん
（
流
れ
落
ち
る
滝
を
静
か
な
処
か
ら
眺
め
よ

う
）。

　

３
草
間
に
虫
早
く
も
語
り
（
草
む
ら
で
は
虫
が
早
く
も
鳴
き
は
じ
め
）、

　

４
樹
下
は
夏
猶な

ほ
寒
し
（
木
陰
は
夏
で
も
寒
い
く
ら
い
）。

　

５
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
仙
境
に
入
る
か
と
（
ど
う
や
ら
仙
境
に
入
り
こ
ん
だ
の

で
は
思
う
ほ
ど
）、

九



　

６
清
涼
に
熱
官
を
忘
る
（
清
々
し
い
涼
し
さ
が
多
忙
で
あ
っ
た
官
職
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
）。

　

７
悠
然
と
し
て
濁
酒
を
斟く

み
（
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で
濁
り
酒
を
酌
み
）、

　

８
天
霽は

る
れ
ば
青
巒
に
対
す
（
晴
れ
わ
た
っ
た
空
の
も
と
青
々
と
連
な
る

山
々
に
対
坐
す
る
の
で
あ
る
）。

　
　

七　

初
句
〔
平
│
平
〕
型
七
絶
作
品
（
七
八
首
中
の
一
）

　
　
（
一
四
一
）
偶
成

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 
○  

 
 

◎  

〔
Ａ
〕

 

１ 

深 
 

遮 
 

塵 
 

世 
 

樹 
 

陰 
 

清
 

 
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 
◎  

〔
Ｃ
〕

 

２ 

幽 
 

鳥 
 

為 
 

誰 
 

窓 
 

外 
 

鳴

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●（
○
）  

○（
●
）  

●  

〔
Ｄ
〕

 

３ 

最 
 

喜 
 

山 
 

中 
 

免 
 

官 
 

賦

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  

〔
Ａ
〕 

◎  
 

◎
 

４ 

曽 
 

無 
 

俗 
 

吏 
 

叩 
 

柴 
 

﹇
門
﹈   

（
荊
／ 
扃
）

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

清
（
親
盈
切
）、鳴
（
眉
兵
切
）
が
下
平
八
庚
の
韻
。
す
る
と
４
句
末
の
門
（
謨

奔
切
、
上
平
一
三
元
韻
）
は
明
ら
か
に
誤
用
で
あ
る
。
こ
こ
は
門
の
類
義
語
の

「
荊
（
居
卿
切
、
庚
韻
）」
か
「
扃ケ

イ

（
消
熒
切
、
下
平
九
青
韻
と
の
通
押
）」
に

す
べ
き
で
あ
る
。（『
全
』
に
一
本
荊
に
作
る
と
あ
る
）

　

１
句
３
字
目
を
逆
に
し
た
ま
ま
救
拯
せ
ず
。
２
句
１
３
字
を
互
い
に
逆
に
し

て
救
拯
。
４
字
目
の
孤
平
を
嫌
っ
て
５
字
目
も
平
に
し
た
。
た
め
に
６
字
目
は

軽
い
孤
仄
の
禁
を
犯
す
。
３
句
５
６
字
は
○
●
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
●
○
の

拗
体
に
し
た
特
殊
型
で
あ
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

偶
成
（
た
ま
た
ま
成
る
）

　

１
深
く
塵
世
を
遮さ

え
ぎ

っ
て
樹
陰
清
く
（
山
奥
深
く
俗
世
と
隔
て
ら
れ
て
わ
が
家

は
ひ
っ
そ
り
と
森
陰
に
建
っ
て
い
る
）、

　

２
幽
鳥
誰
が
為
に
か
窓
外
に
鳴
く
（
窓
の
外
で
は
山
鳥
が
誰
の
た
め
と
い
う

の
で
も
な
く
鳴
い
て
い
る
）。

　

３
最
も
喜
ば
し
き
は
山
中
に
て
官
賦
を
免
れ
（
最
も
嬉
し
い
の
は
山
中
の
こ

と
と
て
租
税
を
免
ぜ
ら
れ
）、

　

４
曽か

つ

て
俗
吏
の
柴
荊
を
叩
く
無
し
（
こ
れ
ま
で
一
度
も
小
役
人
が
柴
の
戸
を

叩
く
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
）。

　
　

八　

初
句
〔
平
│
仄
〕
型
七
絶
作
品
（
七
首
中
の
一
）

　
　
（
一
七
〇
）
中
秋
無
月
（
一
）

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

１ 
今 

 
宵 

 

光 
 

景 
 

如 
 

何 
 

趣
一
〇



 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 
２ 
一 

 

陣 
 

西 
 

風 
 

送 
 

雨 
 

声

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

３ 

万 
 

事 
 

人 
 

間 
 

多 
 

失 
 

意

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 
●  

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

４ 

中 
 

秋 
 

独 
 

不 
 

闕 
 

清 
 

明

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

声
（
既
出
）、
明
（
眉
兵
切
）
が
下
平
八
庚
の
韻
。

　

１
句
３
字
目
の
み
が
基
本
平
仄
式
に
違
背
し
た
い
わ
ゆ
る「
一
瑕
疵
完
整
美
」

作
品
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
西
郷
の
漢
詩
は
平
仄
上
は
ほ
ぼ
完
璧
だ

が
語
法
上
或
い
は
語
義
運
用
上
や
や
難
（
和
臭
）
が
あ
る
。
そ
の
た
め
筆
者
の

漢
語
力
を
以
っ
て
し
て
は
、
訓
読
や
訳
出
の
際
随
処
で
難
渋
す
る
の
で
あ
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

中
秋
無
月
（
中
秋
に
月
無
し
）

　

１
今
宵
の
光
景
如
何
な
る
趣

お
も
む
きぞ

（
月
の
出
な
い
今
宵
の
光
景
は
一
体
ど
の
よ

う
な
天
の
趣
向
に
よ
る
も
の
か
）、（
起
）

　

２
一
陣
の
西
風
雨
声
を
送
る
（
一
陣
の
西
風
が
雨
音
を
伴
っ
て
吹
い
て
き

た
）。（
承
）

　

３
万
事
人じ

ん
か
ん間

失
意
多
け
れ
ど
（
何
事
に
つ
け
思
う
に
任
せ
ぬ
こ
と
の
多
い
こ

の
世
の
中
で
あ
る
が
）、（
転
）

　

４
中
秋
独
り
清
明
を
闕か

か
ざ
る
を
（
い
つ
の
時
代
も
中
秋
だ
け
は
光
り
輝
く

名
月
を
闕
か
な
い
も
の
な
の
に
）。（
結
）

　
　

九　

初
句
〔
仄
│
平
〕
型
七
絶
作
品
（
六
六
首
中
の
一
）

　
　
（
六
二
）
感
懐

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

１ 

幾 
 

歴 
 

辛 
 

酸 
 

志 
 

始 
 

堅

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

２ 

丈 
 

夫 
 

玉 
 

砕 
 

愧 
 

甎 
 

全

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

３ 

一 
 

家 
 

遺 
 

事 
 

人 
 

知 
 

否

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

４ 

不 
 

為 
 

児 
 

孫 
 

買 
 

美 
 

田

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

堅
（
経
天
切
）、
全
（
従
縁
切
）、
田
（
亭
年
切
）
が
下
平
一
先
の
韻
。
初
句

末
が
平
だ
か
ら
当
然
押
韻
す
る
。
七
言
詩
は
初
句
末
も
押
韻
す
る
初
句
Ａ
Ｃ
型

が
正
格
作
品
と
な
る
。
作
品
数
で
も
こ
の
二
タ
イ
プ
が
絶
対
多
数
を
占
め
る
こ

と
が
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
。
初
句
Ｂ
Ｄ
型
は
偏
格
作
品
。
こ
れ
は
五
言
詩
作

品
と
は
ち
ょ
う
ど
逆
現
象
と
な
る
。

　

１
４
句
は
基
本
平
仄
型
通
り
。
２
句
１
字
目
は
平
で
あ
る
べ
き
を
仄
に
作
り

救
拯
の
手
を
打
っ
て
い
な
い
。３
句
１
３
字
目
は
互
い
に
逆
に
し
て
救
拯
。従
っ

一
一



て
本
詩
も
「
一
瑕
疵
完
整
美
」
作
品
で
あ
る
。

　

一
本
で
３
句
１
字
目
を
「
我
●
」
に
、
４
字
目
を
「
法
●
」
に
作
る
。
平
仄

上
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
、「
一
」「
事
」
の
フ
ァ
ジ
ー
さ
に
比
べ
「
我
」「
法
」

の
方
が
意
味
的
に
は
明
確
さ
が
増
す
よ
う
だ
。
し
か
し
、
逆
に
「
一
」「
事
」

の
方
が
一
般
性
・
ひ
ろ
が
り
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

感
懐
（
心
に
思
う
こ
と
）

　

１
幾
た
び
か
辛
酸
を
歴へ

て
志
始
め
て
堅
し
（
何
度
も
つ
ら
く
苦
し
い
経
験
を

経
て
こ
そ
人
間
の
志
は
堅
固
に
な
っ
て
ゆ
く
）、

　

２
丈
夫
は
玉
砕
す
る
も
甎せ

ん
ぜ
ん全

を
愧は

ず
（
ひ
と
か
ど
の
男
子
は
た
と
え
玉
砕
し

て
も
な
す
と
こ
ろ
な
く
無
駄
に
生
き
る
こ
と
を
恥
ず
る
も
の
だ
）。

　

３
一
家
の
遺
事
を
人
知
る
や
否
や
（
わ
が
家
の
家
訓
を
人
様
は
ご
存
知
だ
ろ

う
か
）、

　

４
児
孫
の
為
に
美
田
を
買
わ
ず
（
そ
れ
は
子
孫
の
た
め
に
肥
沃
な
田
畑
を
買

わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
）。

　

≪

補
注≫

　

１
句
は
、
辛
酸
を
「
嘗な

（
辰
羊
切
、
平
声
○
）
む
」
が
常
套
語
だ
が
平
仄
の

関
係
で
「
歴ふ

（
狼
狄
切
、
入
声
●
）
る
」
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

２
句
は
『
北
斉
書
（
元
景
安
伝
）』
に
「
大
丈
夫
寧
可
玉
砕
、不
能
瓦
全
（
大

丈
夫
は
寧
ろ
玉
砕
す
べ
く
も
、
瓦
全
す
る
能
は
ず
）」
に
よ
る
。
こ
こ
で
も
原

文
の
「
瓦
（
五
寡
切
、
上
声
●
）
全
（
為
す
こ
と
な
く
徒
ら
に
生
を
む
さ
ぼ
る

こ
と
）」
を
平
仄
上
同
義
語
の
「
甎
（
朱
遄
切
、
平
声
○
）
全
」
に
変
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

南
洲
翁
が
平
仄
の
整
合
性
を
求
め
、
基
本
平
仄
式
に
合
わ
せ
よ
う
と
腐
心
し

て
い
る
姿
が
垣
間
見
え
る
。

　

さ
て
、
明
治
四
年
作
と
さ
れ
る
本
詩
の
こ
の
２
句
は
、
明
治
十
年
七
月
三
十

日
に
宮
崎
本
営
軍
務
所
か
ら
出
さ
れ
た
薩
軍
兵
士
へ
の
廻
文
（
奮
戦
督
励
の
ビ

ラ
）「
諸
隊
順
達
」
冒
頭
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る（

３
）

。

　
　

 

瓦
と
な
っ
て
全ま

っ

た
か
ら
ん
よ
り
玉
と
成
り
て
砕
け
よ
と
は
、
各
自
予か

ね

て
知

る
所
、
今
更
ま
た
何
を
か
い
は
ん
、（
中
略
）
豈あ

に
汚お

め

お

め

名
汚
名
と
敵
に
降

り
軍
門
に
惨
刑
せ
ら
る
る
を
愧は

じ

ざ
ら
ん
哉
、（
後
略
）

 

―
（『
浪
花
新
聞
』
八
月
二
六
日
）
に
よ
る
│

　

こ
れ
は
原
漢
文
を
仮
名
書
に
や
わ
ら
げ

4

4

4

4

た
も
の
だ
が
、
内
容
と
共
に
薩
軍
兵

士
が
ど
こ
ま
で
読
み
解
き
文
字
通
り
奮
励
努
力
し
て
死
に
赴
い
て
行
っ
た
か
、

興
味
が
尽
き
な
い
と
言
え
ば
不
謹
慎
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

４
句
の
「
美
田
」
に
対
す
る
対
義
語
は
「
薄
田
」。
相
対
思
考
に
富
む
西
郷

は
こ
こ
で
「
財
産
を
残
す
な
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
必
要
最
低
の
田

畑
は
残
し
て
も
必
要
以
上
に
肥
沃
な
田
畑
を
買
い
与
え
る
な
と
誡
め
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
当
時
の
成
り
上
り
官
僚
ど
も
の
奢
侈
な
生
活
実
態
に
対
す
る
厳
し

い
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
解
し
て
も
深
読
み
に
は
な
る
ま
い
。

　
　

一
〇
―
⑴　

初
句
〔
仄
│
仄
〕
型
七
絶
作
品
（
五
首
中
の
一
）

　
　
（
二
八
）
除
夜
（『
遺
訓（

４
）

』
で
は
「
失
題
」）

一
二



 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 
１ 
白 

 

髪 
 

衰 
 

顔 
 

非 
 

所 
 

意

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

２ 

壮 
 

心 
 

横 
 

剣 
 

愧 
 

無 
 

勲

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 
○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

３ 

百 
 

千 
 

窮 
 

鬼 
 

吾 
 

何 
 

畏

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 
○  

 
 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

４ 

脱 
 

出 
 

人 
 

間 
 

虎 
 

豹 
 

群

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

勲
（
許
云
切
）、
群
（
衢
云
切
）
が
上
平
一
一
文
（
無
分
切
）
で
押
韻
。

　

２
３
句
と
も
１
３
字
目
を
互
い
に
逆
に
し
て
救
拯
。
従
っ
て
本
詩
は
平
仄
上

完
璧
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
平
○
対
仄
●
は
14
対
14
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　

１
白
髪
衰
顔　

意
と
す
る
所
に
非あ

ら

ず
（
し
ら
が
頭
や
し
わ
の
出
た
顔
は
別
に

気
に
す
る
も
の
で
は
な
い
が
）、

　

２
壮
心　

剣
を
横
た
へ
て
勲く

ん

無
き
を
愧は

ず
（
高
邁
豪
気
な
精
神
を
持
ち
腰
に

大
刀
を
差
し
な
が
ら
勲
功
を
あ
げ
え
な
い
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
）。

　

３
百
千
の
窮
鬼　

吾
何
を
か
畏
れ
ん
（
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
幽
鬼
が
生

れ
出
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
私
は
何
で
怖
じ
お
そ
れ
よ
う
か
）、

　

４
脱
出
せ
ん
人じ

ん
か
ん間

虎
豹
の
群む

れ

（
何
と
か
し
て
こ
の
い
ま
い
ま
し
い
俗
界
の
虎

狼
の
群
か
ら
脱
出
し
た
い
も
の
だ
）。

　

≪

補
注≫

　
〔
窮
鬼
〕は『
漢
和
辞
典
』に
①
貧
乏
神
。
②
貧
乏
人
を
罵
る
語
と
あ
る
。「
日

本
鬼
」
で
有
名
な
〔
鬼
〕
は
①
亡
霊
、
幽
鬼
。
②
死
人
の
お
ば
け
。
③
地
獄
で

死
者
を
扱
う
者
や
死
人
た
ち
の
こ
と
。
３
句
の
場
合
は
後
者
の
意
味
で
解
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
〔
畏
〕①
威
圧
を
感
じ
て
心
が
す
く
む
。
お
び
え
る
。
②（
形
）こ
わ
い
さ
ま（
転

じ
て
）
尊
敬
す
べ
き
、
畏
友
。
③
か
し
こ
し
、
お
そ
れ
つ
つ
し
む
。

　

３
４
句
に
は
西
郷
の
ふ
て
ぶ
て
し
い
ま
で
の
気
概
と
誤
算
・
魂
胆
・
覚
悟
、

一
口
で
言
え
ば
「
チ
ェ
ス
ト
行
け
」
精
神
の
発
現
が
見
え
る
。「
除
夜
」
の
作

だ
か
ら
「
窮
鬼
」
は
借
金
取
り
の
こ
と
で
は
な
ど
と
い
う
浅
解
に
は
与
し
な

い（
５
）

。

　

小
川
原
正
道
氏
は
、
こ
の
詩
は
狩
猟
中
を
呼
び
戻
さ
れ
鹿
児
島
へ
帰
る
途
中

に
詠
ん
だ
も
の
と
言
う
（
明
治
一
〇
年
二
月
一
日
か
二
日（

６
）

）。
い
く
つ
か
疑
義

が
あ
る
が
今
し
ば
ら
く
そ
の
詮
索
は
措
く
。
た
だ
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
西

南
記
伝
」
よ
り
の
引
用
に
よ
る
本
詩
が
あ
ま
り
に
も
安
直
な
ミ
ス
を
犯
し
て
い

る
の
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

１　

白
髪
衰
顔
非
所
為
（
于
嬀
切
、
支
）

　

２　

壮
心
横
剣
愧
無
動
（
徒
弄
切
、
送
）

　

３　

百
千
窮
鬼
吾
何
畏

　

４　

脱
出
人
間
虎
豹
群

　

初
句
末
は
基
本
平
仄
型
で
は
仄
声
字
で
あ
る
べ
き
も
の
（〔
平
│
仄
型
〕）。

仮
に
〔
平
―
平
型
〕
に
作
っ
た
と
す
れ
ば
２
４
句
末
と
共
に
押
韻
さ
せ
ね
ば
な

一
三



ら
な
い
が
全
く
そ
の
気
配
が
な
い
。
２
句
末
は
恐
ら
く
「
勲
」
字
の
写
し
間
違

い
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
尚
更
の
こ
と
漢
詩
規
則
の
大
原
則

で
あ
る
故
「
西
南
記
伝
」
記
者
か
小
川
原
氏
が
そ
の
こ
と
に
い
ち
早
く
気
づ
く

べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
　

一
〇
―
⑵　

初
句
〔
仄
│
仄
〕
型
仄
声
押
韻
七
絶
作
品

　
　
（
九
七
）
田
猟

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 
○  

 
 

○（
●
）  

◉  

〔
Ｄ
〕

 

１ 

提 
 

銃 
 

携 
 

獒 
 

如 
 

〔
攻
〕  

敵

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 
○  
 

 

◉  

〔
Ｂ
〕

 

２ 

峰 
 

頭 
 

峰 
 

下 
 

慇 
 

懃 
 

覓
 

 
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
〔
Ａ
〕 

 

３ 

休 
 

嗤 
 

追 
 

兔 
 

老 
 

夫 
 

労

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●（
○
）  

●  
 

◉  

〔
Ｄ
〕

 

４ 

欲 
 

以 
 

遊 
 

田 
 

換 
 

運 
 

甓

　

≪

押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

初
句
が
仄
終
り
で
、
そ
の
ま
ま
仄
声
押
韻
し
た
平
声
押
韻
の
逆
パ
タ
ー
ン
作

品
で
あ
る
。
全
作
品
を
通
じ
て
仄
声
押
韻
作
品
は
本
詩
一
首
の
み
で
あ
る
。

　

敵
（
亭
歴
切
）、
覓
（
莫
狄
切
）、
甓
（
蒲
歴
切
）
が
入
声
一
二
鍚
（
失
的
切
）

の
韻
。

　

１
句
１
字
目
、
２
句
３
字
目
は
逆
に
し
た
ま
ま
救
拯
せ
ず
。
３
句
３
字
目
と

４
句
５
字
目
は
互
い
に
逆
に
し
て
二
句
に
わ
た
る
救
拯
。
但
し
、
４
句
は
た
め

に
下
三
仄
の
禁
を
犯
し
た
。

　

問
題
は
１
句
６
字
目
が
●
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
○
に
し
て
〔
二
六
対
〕
の

大
原
則
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
対
●
」
と
か
「
討
●
」
に
す
べ

き
で
あ
っ
た
。（『
全
』
頭
注
に
一
本
「
政
（
う
つ
）
●
」
に
作
る
と
あ
る
。）

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

田で
ん　

猟り
ょ
う

（
田
・
猟
と
も
に
狩
り
の
意
）

　

１
銃
を
提さ

げ
獒い

ぬ

を
携
へ
て
敵
を
〔
政う

〕
つ
が
如
く
（
猟
銃
を
手
に
犬
ど
も
を

連
れ
て
あ
た
か
も
敵
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
）、

　

２
峰
頭
峰
下
慇い

ん
ぎ
ん懃

に
覓も

と

む
（
山
々
の
頂
上
か
ら
麓
ま
で
隈
な
く
獲
物
を
さ
が

し
求
め
る
）。

　

３
嗤わ

ら

ふ
を
休や

め
よ
兎
を
追
へ
ば
老
夫
労つ

か

る
と
（
兎
狩
な
ど
は
年
寄
の
冷
や
水

だ
な
ど
と
あ
ざ
笑
い
し
な
い
で
ほ
し
い
）、

　

４
遊ゆ

う
で
ん田

を
以
っ
て
運う

ん
ぺ
き甓

に
換か

へ
ん
と
欲
す
（
私
は
狩
猟
を
陶と

う
か
ん侃

の
瓦
運
び
の

よ
う
に
身
体
の
鍛
錬
の
場
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
）。（
三
に
既
出
）

　
　

一
一　

初
句
〔
平
│
平
〕
型
七
律
作
品
（
七
首
中
の
一
）

　
　
（
一
）
獄
中
有
感
（『
遺
訓
』
は
「
獄
中
所
感
」）

 
 

 
 

○  
 

 
○  

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

１ 

朝 
 

蒙 
 

恩 
 

遇 
 

夕 
 

焚 
 

阬
一
四



 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕 

 
２ 
人 

 

世 
 

浮 
 

沈 
 

似 
 

晦 
 

明

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

３ 

縦 
 

不 
 

回 
 

光 
 

葵 
 

向 
 

日

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 
○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

４ 

若 
 

無 
 

開 
 

運 
 

意 
 

推 
 

誠

 
 

 
 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  
●  

 
 

○  
 

 

○  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

５ 

洛 
 

陽 
 

知 
 

己 
 

皆 
 

為 
 

鬼

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 
●  

 
 

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

６ 

南 
 

嶼 
 

俘 
 

囚 
 

独 
 

窃 
 

生

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○  
 

 
●  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

７ 

生 
 

死 
 

何 
 

疑 
 

天 
 

付 
 

与
 

 
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  
〔
Ａ
〕

 

８ 

願 
 

留 
 

魂 
 

魄 
 

護 
 

皇 
 

城

　

≪

押
韻
・
平
仄
・
対
句
の
検
証≫

　

阬
（
坑
に
同
じ
。
丘
庚
切
）、
明
（
既
出
）、
誠
（
時
征
切
）、
生
（
師
庚
切
）、

城
（
時
征
切
）
が
下
平
八
庚
の
韻
。

　

１
句
３
字
目
、
２
句
1
字
目
と
も
●
を
○
に
作
り
救
拯
せ
ず
。
４
５
句
は
１

３
字
目
を
互
い
に
逆
に
し
て
救
拯
。
６
句
は
１
字
目
救
拯
せ
ず
。
７
８
句
は
1

字
目
を
互
い
に
逆
に
し
て
二
句
に
わ
た
る
救
拯
。
結
果
的
に
○
対
●
は
32
対
24

で
平
声
字
が
多
い
詩
と
な
っ
た
。

　

３
４
句
は
縦
↔
若
（
接
続
助
詞
）、
不
（
否
定
副
詞
）
↔
無
（
否
定
動
詞
）、

回
／
光
↔
開
／
運
﹇
Ｖ
／
Ｏ
﹈、
葵
／
向
／
日
↔
意
／
推
／
誠
﹇
Ｓ
／
Ｖ
／
Ｏ
﹈

の
対
句
。
５
６
句
は
洛
陽
↔
南
嶼
（
地
名
）、
知
己
↔
俘
囚
（
名
詞
）
が
主
語

Ｓ
と
な
り
、皆
↔
独
（
副
詞
）、為
／
鬼
↔
窃
／
生
が
﹇
Ｖ
／
Ｏ
﹈
構
造
。
平
仄
・

語
義
・
語
法
に
わ
た
っ
て
き
れ
い
な
対
を
な
し
て
い
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

獄
中
感
有
り
（「
獄
中
の
所
感
」）

　

１
朝あ

し
た

に
恩
遇
を
蒙
り
夕ゆ

ふ
べ

に
は
焚ふ

ん
か
う阬

せ
ら
る
（
朝
、
君
主
の
恩
寵
を
忝

か
た
じ
けな

く
し

た
と
思
う
と
夕
方
に
は
焚
書
坑
儒
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
）、

　

２
人
世
の
浮
沈
は
晦
明
に
似
た
り
（
人
の
世
の
浮
き
沈
み
は
ま
る
で
昼
と
夜

が
交
代
す
る
の
に
似
て
変
転
き
わ
ま
り
な
い
）。

　

３
縦た

と

ひ
光
を
回め

ぐ

ら
さ
ず
と
も
葵あ

ふ
ひ

は
日
に
向
か
ふ
（
た
と
え
日
光
を
当
て
な
く

て
も
ひ
ま
わ
り
は
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
も
の
だ
）、

　

４
若も

し
運
を
開
く
こ
と
無
き
も
意
は
誠
を
推
さ
ん
（
も
し
不
運
な
目
に
あ
っ

て
も
自
分
は
皇
国
に
対
す
る
真
心
を
推
し
通
し
た
い
）。

　

５
洛
陽
の
知
己
は
皆
鬼
と
為
り
（
京
洛
の
親
友
た
ち
は
皆
鬼
籍
に
入
り
）、

　

６
南な

ん
し
ょ嶼

の
俘
囚
独
り
生
を
窃ぬ

す

む
（
南
の
小
島
に
と
ら
わ
れ
人
の
自
分
だ
け
が

ぬ
く
ぬ
く
と
生
き
て
い
る
）。

　

７
生
死
何
ぞ
疑
は
ん
天
の
付
与
な
る
を
（
人
の
生
死
が
天
命
に
よ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
こ
と
だ
が
）、

　

８
願
は
く
は
魂こ

ん
ぱ
く魄

を
留と

ど

め
て
皇
城
を
護ま

も

ら
ん
（
願
く
ば
死
ん
で
も
魂
を
こ
の

世
に
留
め
て
宮
城
を
お
守
り
し
た
い
も
の
だ
）。

一
五



　
≪

補
注≫

　
〔
焚
阬
〕
秦
の
始
皇
帝
が
行
な
っ
た
思
想
弾
圧
「
焚
書
坑
儒
」。
紀
元
前
二
一

三
年
、
始
皇
帝
は
宰
相
李
斯
の
建
議
に
よ
り
、
自
分
の
政
治
を
批
判
す
る
復
古

的
書
物
を
焼
き
す
て
さ
せ
、儒
学
者
教
百
人
を
生
き
埋
め
に
し
た
と
い
う
。（『
史

記
』
始
皇
本
紀
）

　
〔
洛
陽
〕
中
国
の
古
都
（
河
南
省
洛
陽
市
）。
歴
代
王
朝
の
首
都
・
長
安
が
西

に
あ
っ
た
の
に
対
し
東
都
と
い
う
。
こ
こ
で
は
京
都
の
こ
と
。

　
〔
南
嶼
〕
南
の
小
島
。
こ
こ
は
沖
永
良
部
島
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か

ら
一
年
半
、
西
郷
（
三
七
才
）
は
こ
こ
に
流
さ
れ
「
囲
い
入
り
」
の
囚
人
と
し

て
過
し
た
。

　
　

一
二　

初
句
〔
仄
│
平
〕
型
七
律
作
品
（
六
首
中
の
一
）

　
　
（
一
一
）
蒙
使
於
朝
鮮
国
之
命
（「
蒙
朝
鮮
国
之
使
命
」）

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

１ 

酷 
 

吏 
 

去 
 

来 
 

秋 
 

気 
 

清

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

２ 

鶏 
 

林 
 

城 
 

畔 
 

逐 
 

涼 
 

行

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

３ 

須 
 

比 
 

蘇 
 

武 
 

歳 
 

寒 
 

操

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

４ 

応 
 

擬 
 

真 
 

卿 
 

身 
 

後 
 

名

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

● 
 

〔
Ｄ
〕

 

５ 

欲 
 

告 
 

不 
 

言 
 

遺 
 

子 
 

訓

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

６ 

雖 
 

離 
 

難 
 

忘 
 

旧 
 

朋 
 

盟

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

●  

〔
Ｂ
〕

 

７ 

胡 
 

天 
 

紅 
 

葉 
 

凋 
 

落 
 

日

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

８ 

遙 
 

拝 
 

雲 
 

房 
 

霜 
 

剣 
 

横

　

≪

押
韻
・
平
仄
・
対
句
の
検
証≫

　

清
（
既
出
）、
行
（
何
庚
切
）、
名
（
彌
并
切
）、
盟
（
眉
兵
切
）、
横
（
胡
盲

切
）
が
下
平
八
庚
の
韻
。

　

１
句
３
・
５
字
目
を
逆
に
し
て
救
拯
。
但
し
６
字
目
は
孤
仄
。
２
句
３
字
目

は
逆
に
し
て
救
拯
せ
ず
。

　

３
句
の
「
比
」
は
普
通
（
補
履
切
紙
韻
）
だ
が
、（
頻
脂
切
支
韻
）
も
あ
る
。

３
・
５
字
目
を
互
い
に
逆
に
し
て
救
拯
。
但
し
６
字
目
が
孤
平
の
禁
を
犯
し
て

い
る
。
４
句
１
・
５
字
目
は
相
殺
さ
れ
ず
。

　

５
句
は
３
字
目
を
逆
に
作
っ
て
救
拯
せ
ず
。
６
句
３
字
目
は
こ
の
時
●
。

　

７
句
３
字
目
も
救
拯
せ
ず
。
８
句
は
１
・
５
字
で
相
殺
さ
れ
ず
、
６
字
目
が

軽
い
孤
仄
の
禁
を
犯
す
。
○
対
●
は
33
対
23
。
平
声
字
が
か
な
り
優
勢
な
韻
律

的
に
は
軽
く
明
る
い
作
品
と
言
え
よ
う
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

一
六



　
　

朝
鮮
国
に
使
ひ
す
る
の
命
を
蒙
る

　
　
（「
朝
鮮
国
へ
の
使
ひ
の
命
を
蒙
る
」）

　

１
酷こ

く
り吏

去
り
来ゆ

き
て
秋
気
清
し
（
猛
暑
が
去
っ
て
清
々
し
い
秋
の
気
配
が

漂
っ
て
い
る
）、

　

２
鶏
林
城
畔　

涼
を
逐
ひ
て
行
か
ん
（
こ
う
い
う
時
節
に
私
は
朝
鮮
国
へ
行

き
都
城
郊
外
を
涼
を
求
め
て
歩
き
た
い
と
思
う
）。

　

３
須す

べ
か

ら
く
比
す
べ
し
蘇そ

ぶ武
歳
寒
の
操み

さ
を

）（
私
の
忠
節
を
ぜ
ひ
酷
寒
に
耐
え
て

使
命
を
守
っ
た
蘇
武
の
節
操
と
比
べ
て
も
ら
い
た
い
）、

　

４
応ま

き

に
擬ぎ

す
べ
し
真し

ん
け
い卿

身
後
の
名
（
ま
た
、
処
刑
さ
れ
た
後
、
誉ほ

ま
れ

を
得
た
顔

真
卿
の
よ
う
に
、
私
も
後
世
に
忠
義
の
臣
と
し
て
名
を
残
し
た
い
も
の
だ
）。

　

５
告
げ
ん
と
欲
し
て
言
は
ず
遺
子
へ
の
訓を

し
へ

（
残
さ
れ
る
子
供
に
一
言
注
意
し

て
お
こ
う
と
思
っ
た
が
や
め
に
し
た
）、

　

６
離は

な

る
と
雖い

へ
ど

も
忘
れ
難が

た

し
旧
朋
と
の
盟ち

か
ひ

（
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
旧
友
と
盟

約
し
た
事
は
忘
れ
る
も
の
で
は
な
い
）。

　

7
胡
天
の
紅
葉
凋ち

ょ
う
れ
い零

の
日
（
朝
鮮
の
山
々
の
紅
葉
が
し
ぼ
み
落
ち
る
頃
）、

　

８
遙は

る

か
に
雲う

ん
ぼ
う房

を
拝
し
霜
剣
を
横
た
へ
ん
（
和
平
交
渉
を
成
立
さ
せ
て
宮
城

を
遥
拝
し
つ
つ
静
か
に
利
剣
を
側

か
た
わ
らに

横
た
え
た
い
も
の
だ
）。

　

≪

補
注≫

　
〔
酷
吏
〕
大
暑
、
酷
暑
の
こ
と
。

　
〔
去
来
〕
こ
こ
で
の
「
来
」
は
語
調
を
整
え
る
助
字
と
と
る
。

　
〔
鶏
林
〕
も
と
新し

ら
ぎ羅

の
別
称
。
の
ち
、
朝
鮮
全
体
の
称
。

　
〔
城
畔
〕
京
城
・
ソ
ウ
ル
の
ほ
と
り
。

　
〔
蘇
武
〕
漢
の
武
帝
の
臣
。匈
奴
に
使
い
し
穴
蔵
に
幽
閉
さ
れ
て
十
九
年
。
酷

寒
・
飢
餓
の
苦
難
に
耐
え
て
節
を
守
り
、次
の
昭
帝
が
匈
奴
と
和
睦
す
る
に
及
ん

で
生
還
す
る
を
得
た
。（『
前
漢
書
』五
十
四
）﹇
蘇
武
持
節
﹈は『
蒙
求
』の
標
題
。

　
〔
真
卿
〕
唐
、
顔
真
卿
（
諡

お
く
り
な、

文
忠
）。
安
禄
山
の
乱
に
抗
し
て
功
績
あ
り
。

の
ち
李
希
烈
の
説
諭
に
失
敗
、
縊い

さ
つ殺

せ
ら
る
。
書
家
・
顔
魯
公
と
し
て
も
著
名
。

（『
唐
書
』
一
五
三
）

　
〔
胡
天
〕
胡
国
、
胡
地
。「
胡え

び
す

」
は
中
国
で
は
主
と
し
て
匈
奴
を
指
す
。
こ
こ

で
は
朝
鮮
国
。

　
〔
雲
房
〕
雲
の
た
ち
こ
め
る
高
い
家
。
道
士
・
僧
な
ど
の
居
室
の
謂
だ
が
、

こ
こ
で
は
宮
城
・
皇
居
を
指
す
。

　
〔
霜
剣
〕
す
る
ど
い
剣
。
霜
刃
、
霜
刀
、
利
刃
、
利
剣
も
同
じ
。「
霜
剣
横
」

は
「
除
夜
」
に
も
「
横
剣
」
と
あ
る
如
く
、平
仄
と
押
韻
の
関
係
で
「
横
霜
剣
」

を
転
倒
さ
せ
た
も
の
。「
横
剣
」は「
大
刀
を
腰
に
差
す
」と
訳
し
た
が
、こ
こ
で

「
利
剣
を
腰
に
差
す
」
と
訳
す
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
同
様
に
「
大
刀
を
腰
に

差
す
」
と
訳
し
て
も
「
宮
城
遙
拝
」
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
解
釈
に
苦

し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
霜
剣
横
」
は
意
味
深
長
だ
が
、
そ
れ
以
上
に

「
遙
拝
雲
房
」
と
の
関
連
が
し
っ
く
り
い
か
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
こ
こ
に

は
猪
飼
隆
明
氏
が
言
う
通
り（

７
）

、「
大
義
名
分
」
作
り
の
征
韓
論
と
実
体
上
の
征

韓
論
の
矛
盾
が
象
徴
的
に
露
呈
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

４
５
句
に
は
中
国
の
故
事
を
引
き
合
い
に
し
て
「
使
節
暴
殺
」
の
危
険
を
冒

し
て
も
遣
韓
使
と
し
て
の
役
目
を
果
し
た
い
西
郷
の
決
意
が
表
明
さ
れ
て
い

る
。
裏
を
返
す
と
、
こ
こ
に
も
西
郷
の
「
死デ

ス
・
デ
ザ
イ
ア

願
望
（
８
）」
が
表
れ
出
て
い
る
と

一
七



言
え
よ
う
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
八
月　

西
郷
四
十
五
歳
の
作

　
　

一
三　

五
言
古
詩
作
品
（
本
詩
一
首
の
み
）

　
　
（
七
七
）
示
子
弟
（
三
）

 
 

 
 

●  
 

●  
 

○  
 

○  
 

◉
 

１ 

我 

有 

千 
糸 
髪 
（
方
伐
切
、入
声
六
月
韻
）

 
 

 
 

○   
 

○  
 

●  
 

○  
 

◉

 

２ 

毿 

毿 

黒 

於 

漆 

（
戚
悉
切
、入
声
四
質
韻
）

 
 

 
 

●  
 

●  
 

●  
 

●  
 

○

 

３ 

我 

有 

一 

片 

心

 
 

 
 

●  
 

●  
 

●  
 

○  

◉

 

４ 

皓 

皓 

白 

於 

雪 

（
相
絶
切
、入
声
九
屑
韻
）

 
 

 
 

●  
 

●  
 

○  
 

●  
 

●

 

５ 

我 

髪 

猶 

可 

断 

（
徒
玩
切
、去
声
十
五
翰
韻
）

 
 

 
 

●  
 

●  
 

●  
 

●  
 

◉

 

６ 

我 

心 

不 

可 

截 

（
昨
結
切
、入
声
九
屑
韻
）

　

≪

古
詩
形
式
の
解
説≫

　

古
体
詩
と
近
（
今
）
体
詩
の
判
別
か
ら
始
め
よ
う
。

漢
詩

古
体
詩

古
詩
―
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
雑
言

句
数
は
不
定
。
但
し
偶
数
句
。

楽が

ふ府
│
長
短
句
不
定
。

近
体
詩

絶
句
―
五
言
・
七
言
／
四
句

律
詩
―
五
言
・
七
言
／
八
句

排
律
―
五
言
・
七
言
／
十
句
以
上
の
偶
数
句

　

唐
代
に
至
っ
て
平
仄
・
押
韻
等
の
諸
規
則
が
確
立
し
、
近
体
詩
と
称
せ
ら
れ

る
。
作
詩
上
の
諸
法
則
は
「
ま
え
が
き
」
で
解
説
ず
み
。
古
詩
の
押
韻
は
平
声
・

仄
声
押
韻
可
。
近
体
詩
の
一
韻
到
底
に
対
し
、
換
韻
も
許
さ
れ
る
の
が
異
な
る

点
で
あ
る
。

　

本
詩
は
髪
・
漆
・
雪
・
截
が
入
声
韻
で
の
通
押
。

　

古
詩
に
は
押
韻
以
外
の
平
仄
上
の
規
則
は
一
切
な
い
こ
と
が
本
詩
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
規
則
に
縛
ら
れ
な
い
分
、
古
詩
の
方
が
む
し
ろ
自
由
奔

放
な
詩
を
作
り
や
す
い
こ
と
を
蛇
足
な
が
ら
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　
　
　

子
弟
に
示
す
（
若
者
た
ち
に
示
す
）

　

１
我
に
千
糸
の
髪
あ
り
（
私
に
は
幾
千
本
も
の
髪
の
毛
が
あ
り
）、

　

２
毿さ

ん
さ
ん毿

と
し
て
漆う

る
し

よ
り
も
黒
し
（
房
々
と
し
て
漆
よ
り
も
黒
い
）。

　

３
我
に
一
片
の
心
あ
り
（
私
に
は
た
だ
一
片
の
心
が
あ
り
）、

　

４
皓こ

う
こ
う皓

と
し
て
雪
よ
り
も
白
し
（
明
る
く
汚
れ
な
く
雪
よ
り
も
白
い
）。

　

５
我
が
髪
は
猶な

ほ
断た

つ
べ
く
も
（
私
の
黒
髪
は
断
ち
切
る
こ
と
も
で
き
る

一
八



が
）、

　

６
我
が
心
截き

る
べ
ら
か
ず
（
私
の
心
は
決
し
て
切
り
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
）。

　

≪

補
注≫

　
〔
毿
毿
〕
房
房
と
髪
の
毛
の
長
い
さ
ま
。

　
〔
皓
皓
〕
明
る
く
潔
白
な
さ
ま
。

　

西
郷
の
漢
詩
一
九
七
首
中
、
本
詩
の
み
が
古
詩
形
式
作
品
で
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
茶
目
っ
気
を
出
し
た
も
の
と
言
う
べ
き
か
。
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
押
韻
の

厳
密
さ
を
見
せ
て
い
る
。
5
句
末
は
○
字
に
す
べ
き
と
こ
ろ
。

　
　

一
四　

西
道
仙
作
﹇
城
山
﹈
の
分
析

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 
◎  

〔
Ａ
〕

 

１ 

孤 
 

軍 
 

奮 
 

闘 
 

破 
 

囲 
 

還

 
 

 
 

●  
 

 

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

◎  

〔
Ｃ
〕

 

２ 

一 
 

百 
 

里 
 

程 
 

堅 
 

塁 
 

間

 
 

 
 

○（
●
）  

●  
 

 

●（
○
）  

○  
 

 

○  
 

 

●  
 

 

●  

〔
Ｄ
〕

 

３ 

吾 
 

剣 
 

既 
 

折 
 

吾 
 

馬 
 

斃

 
 

 
 

○  
 

 

○  
 

 

○（
●
）  

●  
 

 

●  
 

 

○  
 

 

◎  

〔
Ａ
〕

 

４ 

秋 
 

風 
 

埋 
 

屍 
 

故 
 

郷 
 

山

　

≪

詩
形
・
押
韻
・
平
仄
の
検
証≫

　

七
言
絶
句
〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
作
品
。
還
（
胡
関
切
）、
間
（
居
閑
切
）、

山
（
師
間
切
）
が
上
平
一
五
刪
（
師
姦
切
）
の
韻
。

　

１
句
は
基
本
型
通
り
。
２
句
は
３
・
５
字
目
を
互
い
に
逆
に
し
て
救
拯
。
但

し
６
字
目
が
軽
い
孤
仄
の
禁
を
犯
し
た
。

　

３
句
は
１
・
３
字
を
使
っ
て
の
救
拯
。
折
（
之
列
切
●
）
に
は
（
田
黎
切
○
）

も
あ
る
。
す
る
と
本
詩
は
４
句
３
字
目
の
み
が
基
本
型
に
違
背
し
た
い
わ
ゆ
る

「
一
瑕
疵
完
整
美
」
作
品
と
な
る
。

　

≪

訓
み
下
し
と
通
釈≫

　

１
孤
軍
奮
闘　

囲
み
を
破
っ
て
還
る
（
孤
軍
奮
闘
し
敵
の
包
囲
網
を
破
っ
て

帰
還
し
た
）、

　

２
一
百
の
里
程
堅
塁
の
間
（
守
り
の
堅
い
と
り
で
の
あ
る
百
里
の
行
程
の
間

を
）。

　

３
吾
が
剣
は
既
に
折
れ
吾
が
馬
は
斃た

お

る
（
刀
折
れ
矢
尽
き
吾
が
馬
も
斃
れ

た
）、

　

４
秋
風
屍

し
か
ば
ねを

埋う
ず

む
故
郷
の
山
（
秋
風
が
吹
い
て
故
郷
の
山
々
に
兵
士
の
死
体

を
埋
め
た
こ
と
だ
）。

　

≪

鑑
賞≫

　

平
仄
上
は
文
句
な
い
詩
に
仕
上
が
っ
て
い
る
が
、
２
・
４
句
の
語
義
と
語
法

の
関
連
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
訳
し
づ
ら
い
。
悲
壮
感
が
先
に
立
っ
て
説
明
的
と

な
り
、
吾
が
吾
が
と
我
意
が
前
面
に
出
す
ぎ
て
い
る
。
意
気
は
壮
と
す
る
が
詩

想
に
乏
し
い
感
想
を
持
つ
。

　

南
洲
作
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
漢
詩
が
こ
の
外
に
も
数
種
あ
る
よ
う
だ
が
、
概

し
て
本
作
品
と
大
同
小
異
で
あ
る
。総
じ
て
西
郷
漢
詩
の
持
つ
詩
想
の
豊
か
さ
・

一
九



真
摯
さ
・
心
の
叫
び
に
遠
く
及
ば
ず
、
表
層
的
な
西
郷
賛
美
の
内
容
の
も
の
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

か
り
に
西
郷
作
品
を
強
引
に
採
点
し
て
、詩
想（
内
容
）面
を
90
点
、形
式（
押

韻
・
平
仄
・
語
義
・
語
法
・
対
句
）
面
を
80
点
と
す
る
時
、
対
比
し
て
こ
れ
ら

の
作
品
に
は
何
点
の
評
点
が
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

あ
と
が
き

　

漢
詩
と
は
何
ぞ
や
。
そ
れ
は
中
国
文
人
が
表
語
文
字
・
漢
字
を
表
記
道
具
と

し
て
作
っ
た
漢
語
の
韻
文
作
品
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
韻
律
（
リ
ズ
ム
）

が
あ
り
、
漢
語
特
有
の
声
調
要
素
を
フ
ル
に
活
用
し
た
押
韻
を
初
め
平
仄
の
表

現
法
則
が
あ
る
。

　

五
／
七
言
句
の
〔
仄
│
平
〕
型
を
例
に
と
る
と
、
ド
ン
ド
ン
・
ド
ン
ト
ン
ト

ン

／
ド
ン
ド
ン
・
ト
ン
ト
ン
・
ド
ン
ド
ン
ト
ン

と
い
う
リ
ズ
ム
と
語
の
軽

重
・
抑
揚
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
四
種
の
平
仄
基
本
型
と
、
平
声
押
韻

や
反
法
・
粘
法
の
規
則
を
同
時
に
適
用
し
て
四
種
の
基
本
平
仄
式
を
作
り
、
そ

の
パ
タ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
実
作
し
て
ゆ
く
の
が
近
体
詩
の
作
詩
法
で
あ
る
。

　

近
体
詩
で
は
何
故
「
平
声
押
韻
」
を
準
則
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
恐

ら
く
漢
詩
は
本
来
吟
誦
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
句
末
字
を
平
声
字
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
高
く
朗
ら
か
に
長
く
引
い
て
吟
ず
る
の
に
最
も
適
し
て
い
る
せ
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
、
韻
文
作
品
で
あ
る
か
ら
に
は
一
詩
の
価
値
の
半
分
を

そ
の
詩
の
音
声
面
が
荷
っ
て
い
る
と
し
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　

中
国
古
代
文
人
に
倣
っ
て
漢
詩
作
り
を
し
た
平
安
か
ら
明
治
に
至
る
日
本
文

人
が
漢
語
原
音
に
ど
こ
ま
で
な
じ
ん
で
い
た
か
確
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
作
品
の
平
仄
を
近
体
詩
作
詩
法
に
照
ら
し
て
検
証
す
れ
ば
、
限
り
な
く
彼
ら

の
漢
語
力
の
実
態
に
近
ず
く
こ
と
が
で
き
る
。
漢
字
な
ら
べ
詩
が
は
び
こ
っ
て

い
る
昨
今
、
そ
れ
ら
ま
が
い
も
の
漢
詩
と
ほ
ん
も
の
の
漢
詩
を
峻
別
す
る
鑑
定

法
と
し
て
も
、
現
代
漢
語
を
基
盤
に
し
た
語
義
・
語
法
・
語
音
に
わ
た
る
科
学

的
鑑
賞
法
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
勝
部
氏
も
言
う
よ
う
に（

９
）

、
近
代
科
学
の
発
達
し
た
今
日
、
中

国
思
想
に
し
ろ
中
国
文
学
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
真
の
意
味
に
到
達
す
る
に
は
近

代
科
学
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

も
は
や
時
代
お
く
れ
の
漢
文
訓
読
法
で
は
絶
対
に
漢
詩
の
神
髄
に
肉
迫
し
て
読

解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
昔
前
ま
で
の
漢
詩
人
た
ち
の
高
み
に
ま
で
到
達
す

る
こ
と
も
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

大
西
郷
の
漢
学
や
書
家
と
し
て
の
力
量
は
、
流
謫
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
が

大
き
い
よ
う
だ）

10
（

。
特
に
漢
詩
制
作
に
当
た
っ
て
は
川
口
雪
蓬
の
よ
き
訓
育
指
導

を
得
て
立
派
に
成
長
し
た
様
子
が
如
実
に
伺
え
る
。
本
論
文
で
は
そ
の
遺
作
の

約
一
割
ほ
ど
を
見
て
き
た
が
、
近
体
詩
の
作
詩
法
則
に
見
事
に
合
致
す
る
作
品

を
読
み
解
き
な
が
ら
、
幽
囚
生
活
の
中
で
悠
々
と
詩
作
に
励
む
と
言
う
よ
り
興

ず
る
両
人
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
思
い
が
し
た
。

　

福
沢
諭
吉
が
「
西
郷
の
罪
は
不
学0

に
在
り
」
と
言
い
、
木
戸
孝
允
が
「
西
郷

は
、無
識0

」
と
言
う）

11
（

時
の
「
学
識
」
は
決
し
て
「
学
問
」
の
意
で
は
あ
る
ま
い
。

二
〇



西
郷
は
自
ら
の
学
問
が
「
学
者
に
な
り
そ
う
な
あ
ん
ば
い
に
ご
ざ
候
」
と
豪
語

す
る
ほ
ど
学
識
豊
か
な
人
間
で
あ
っ
た
。
た
だ
彼
の
学
問
は
儒
学
を
中
心
と
す

る
日
本
古
来
の
漢
学
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
学
識
が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど

儒
教
の
根
本
精
神
「
三
綱
五
常
（
社
会
構
成
の
根
幹
を
な
す
君
臣
・
父
子
・
夫

婦
の
三
つ
の
太
綱
と
常
に
身
に
備
え
る
べ
き
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
の
五
徳
）」

に
対
す
る
信
奉
も
強
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
が
逆
に
自
縄
自
縛
と
な
っ
て
、

近
代
文
明
の
西
洋
の
学0

問
に
精
を
出
し
た
り
、
時
勢
に
臨
機
応
変
に
対
処
す
る

見
識0

の
目
を
培
う
こ
と
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

私0

案
中
で
あ
る
。 

（
二
〇
〇
八
・
九
・
一
七
記
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